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図1.　研究に伴って生み出されるさまざまな記録資料. 今関六也菌類資料より. A： キノコの彩色

スケッチ（左）と白黒写真（右）. 同じ個体を写したものが1枚の台紙に貼られている, B： 他の研究
者の論文別刷り, C： 欧州の図鑑を書き写した写本, D： 論文の原稿．
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記録資料を残そう ー自然史のアーカイブズとは？ー 大坪 奏（学芸員）
おおつぼ かなで

　 2026年2月、企画展「自然史アーカイ

ブズをひらく」が始まります。動植物や

岩石等の自然史標本を紹介するいつも

の企画展とは異なり、今回の主役は、ス

ケッチ、メモ、写真等の「記録資料」で

す。『どういうこと？ その展示おもしろい

の？』『自然史アーカイブズって何？』 
と思った方にぜひ読んでいただきたい

のがこの記事です。

　 まずはみなさんのふだんの生活を

思い浮かべてみてください。私たちは、

日々さまざまなものを記録したり集めたり

しています。予定や事柄を記入する手帳

やメモ、勉強・仕事のためのノート、思い

出を残したりSNSにアップするための

写真や動画。学校から配られるプリント、

イベントのチラシ等も自然と集まってくる

かもしれません。生活の中で絶えず生み

出され蓄積されていくこれらこそが、

あなたにとっての「記録資料」です。紙か

デジタルデータか、あるいは重要かどうか

を問わず、個人の活動の証と言っても

いいでしょう。そして、どこかの段階で不要

なものは捨て、必要なものは整理して

保存しておく作業をするはずです。取って

おいたほうが良いという判断を下し、

適切な入れ物に入れて名前をつけて

整理し、いつか見返すときのために保存

する。

　 これらの一連の行為を経た記録資料

が、あなたの「アーカイブズ」となります。

これは身近な例ですが、主体が個人で

あれ組織であれ、活動の過程で生じた

記録資料を、後から参照可能な状態に

整理して保存したものがアーカイブズ

なのです。

　 さて、話を博物館に戻しましょう。本

企画展では、自然史科学の探求の過程

で生み出された記録資料を整理・保存

したものを“自然史アーカイブズ”と名

付けました。自然史アーカイブズは成り

立ちによって大きく以下の2つに分け

られます。

1） 研究者らが活動の中で生み出し集

めたスケッチ、メモ、写真、手紙、原稿等の

記録資料を、生命の星・地球博物館が

寄贈を受けて整理・保存したもの

2） 生命の星・地球博物館の活動に伴って

作られた標本採集記録、写真、動画等を

整理・保存したもの

　ここでは1）の研究者らのアーカイブズ

について紹介します。昭和期に活躍した

菌学研究者、今
いまぜき

関六
ろ く や

也氏の記録資料を

題材に、実際にどのような過程で記録

資料が生み出され当館に収蔵された

のか見ていきましょう。

研究とともに生み出される記録資料

　 昭和前期、日本では本格的な菌学

研究が始まったばかり。今関氏は国内の

どこにどんな種が生息しているのかを

把握するため、野山を歩いてキノコを採集

し、種を調べ記録する調査を精力的に

行いました。

　 現地の環境の様子や調査の状況は

フィールドノート等に記録しました。調査

から戻るとすぐに、採集したキノコを観察

しながら水彩絵の具を使って色や質感

等を描画しました。ときには研究室に所属

する画家が、研究者との共同作業で

詳細なスケッチ（図1A： 左）を描き上げ

ました。同時に写真（図1A： 右）を撮影

しておくこともありました。描画や撮影が

終わると、採集したキノコは腐らないよう

に乾燥させて博物館等の収蔵庫で標本

として保存しました。キノコは乾燥させる

と色や形が変わってしまうことが多くあり

ます。当時は白黒写真が主流であり、

写真だけでは色の記録を残せないため、

描画は重要な記録手段でした。

　 さて、採集したキノコの種を調べるため

には論文や図鑑等の文献（図1B）が必要

です。とはいえ、当時の日本では研究に

必要な文献がすべて簡単に手に入る

わけではありません。貴重な海外の専門

書等を他の研究者から借りて手書きで

写すようなことも行っていました（図1C）。
　新しい知見を確認すると、さらに時間を

かけて検討を重ね、論文の原稿（図1D）を
作成しました。論文を発表する際には、

対象種の特徴を図で表した図版も必要

です。そのためには描き溜めたスケッチを

元に論文用の図を作り直したりしました。



図2.　誰でも資料の情報を閲覧できる収蔵資料データベース. 
https://nh.kanagawa-museum.jp/kpmnh-collections/

図3.　明治時代の洋画家・標本画家 佐久間

文吾によるキノコの細密画.
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　 こうして、研究の進展とともにさまざま

な記録資料が生み出され蓄積されて

いきました。それらは研究者としての人生

の記録そのものと言ってもいいでしょう。

時代によって記録手法や使用する道具

は変わりますが、基本的な調査・研究の

流れは今も同じです。しかしながら、研究

の基盤であるスケッチやメモ等のこれら

の記録資料は、標本のように厳重に保存

されることも、論文のように発表され広く

共有されることもありません。研究者の

退職後は研究室や自宅で保管され、

あるいは処分されることもあったでしょう。

保存への道

　条件が整い記録資料の保存に繋がる

こともあります。例えば研究者が他界した

後、残された家族に研究への理解と

資料を役立ててほしいという強い思いが

ある場合、博物館に資料を寄贈したい

という連絡を下さることがあります。この

とき、受け入れる博物館側はそれがどの

ような資料なのか隅
すみずみ

々まで把握できて

いることは稀
まれ

です。受け入れ後に改めて

フィールドノートや日記等の資料を読み

解くことで、これまでに知られていなかった

研究の背景や、標本に関わる重要な

情報を見出す可能性もあります。その

ため受け入れの可否を判断する学芸員

は、そこに貴重な情報が含まれている

かもしれないという可能性も含めて検討

します。もちろん前提として、博物館の

収蔵庫に物理的な余裕があることも不

可欠です。

　受け入れ後は、資料をいつでも参照

可能な状態にするための整理とデータ

登録を行います。とても重要で長い時間

のかかる地道な作業ですが、博物館ボ

ランティアの皆さんの協力により着実に

進められています。この作業について

は、次の号で紹介したいと思います。

保存から活用へ

　 博物館に収蔵された記録資料は

その後どうなるのでしょうか。先に例と

して紹介したキノコの彩色スケッチに

ついては、約500枚の

資料情報を当館の

収蔵資料データベース

で 公 開 し て い ま す

（図2）。インターネット

上で公開することで、

その資料の存在を

世界へ向けて示すこと

ができるだけでなく、

誰もがその情報にアク

セスできるようになり

ます。

　これらの情報は現役

の研究者にも活用さ

れています。たとえば、

新種記載論文を発表

する際、その基準となる

標本（タイプ標本）を

同時に登録する必要が

ありますが、長い時を

経てタイプ標本が所在

不明になっていたり、

時代によっては登録

自体が行われてい

ないこともあります。こう

なると、後世の研究者

がその種について再

検討を行うことが難しくなってしまいま

す。しかし新種記載時に詳細なスケッチ

が描かれ、それが保存されていれば、

実際に当時用いられた標本がどのよう

な特徴を備えたものだったのかスケッチ

から確認することができるのです。

　全く異なる分野の研究に活用される

こともあります。カラー写真が一般的

ではなかった時代には、生物の特徴を

記録に残すために画家たちの存在が不

可欠でした（図3）。研究室に所属していた

画家はその後、洋画家として、あるいは

生物を専門に描く標本画家やボタニ

カルイラストレーターとして活躍していき

ます。当館にはそうした画家が描いた

スケッチも保存されており、美術史の

研究に活用されています。

アーカイブズの魅力とは

　 研究者が残した記録資料からは、

標本に関する情報だけでなく、研究の

背景、当時の自然環境、研究者同士の

交流の様子、当時の社会情勢等、さまざま

な情報を引き出すことができます。彼ら

が人生をかけて取り組んでいた研究の

背景に何があったのか、たくさんの修正の

跡が残る原稿やスケッチ、調査記録から

は彼らの情熱をも感じ取ることができ

ます。先人の記録を見れば、現代の科学

を享受している私たちが巨人の肩の上

に乗っていることも実感できるでしょう。

　企画展「自然史アーカイブズをひらく」

（2025年2月21日～5月10日）では、キ

ノコ、トンボ、魚、クジラ、貝化石や岩石・

地質等さまざまな分野の自然史アー

カイブズを紹介する予定です。常設展示

室にある展示標本の製作秘話等も紹介

します。ぜひお越しください。




